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1 目標 Aim

・短期目標　 Short term goal

朝ゼミ用クラスファイルの作成
Make the cls-file for the morning seminar.

・中期目標　Middle term goal

朝ゼミ用 TEXファイルの作成
Make the samole TeX file for the morning sem-
inar.

・長期目標　 Long term goal

朝ゼミ報告書を TEX化してもらう
Everyone write the morning seminar document
using TEX.

2 前回の課題　Problems of last week

小林研の卒論，修論は TEXで書くことになるが，朝
ゼミの報告は一部の人を除いて Word が用いられてき
た．最終的に TEX で書くことになるのならば，朝ゼ
ミの報告書も TEX で作成しておいたほうが後々楽で
ある．
しかしながら，TEX を利用してもらえないのは朝ゼ
ミ報告用 TEX の雛型がないからだと考えた．そこで，
朝ゼミ報告に TEXを利用してもらうためのクラスファ
イルとサンプルファイルを作成する．

3 先週の活動　Actives

3.1 朝ゼミ用クラスファイルの作成

朝ゼミ用クラスファイルの作成にあたり，以下の点を
考慮して作成した．

1. 朝ゼミ報告用 TEXファイル自体は必要最小限の
内容を書き込むだけで作成できるように，設定等
はクラスファイルに定義することとする．

2. 報告書のタイトルは報告回数のみのが変わるだ
けなので，報告書番号を入力するだけでタイトル
周りを作成できるようにする．

3. 目標では，短期目標，中期目標，長期目標を記載
するので，それぞれをコマンドとして設定する．

以上の点を考慮して朝ゼミ用のクラスファイル (morn-
ing seminar.cls)を作成した．

3.2 朝ゼミ用サンプルファイルの作成

朝ゼミの報告書の雛型に当たるサンプルファイル
(sample.tex) を作成した．報告書で設定する部分を
極力クラスファイルに定義したので，ユーザーが設定す
る部分はかなり簡素化できた．サンプルファイル中に
説明は加えたつもりではあるが，ここで詳しく述べる．

まずはじめに設定する部分について述べる．

=Yauthor{UserName} 発表者の設定
UserName を自分の名前に書き換える．

=YNumber{XX} 発表回数の設定
XX を発表回数に書き換える．

=Ydate{20XX年 XX月 XX日 } 発表日の設定
発表日に合わせて設定する．

=Ymaketitle で題目，発表日，発表者の部分 (タイトル
部分)が作成される．
本文開始以降から報告書の内容となる．目標の部分
では、短期目標，中期目標，長期目標を示すことになる
ので，その部分の入力を簡単化するためにクラスファイ
ル内でコマンド化した．それぞれのコマンドについて
述べる．

=YShortTermGoal{内容 } 短期目標
内容を短期目標に書き換える．

=YMiddleTermGoal{内容 } 中期目標
内容を中期目標に書き換える．

=YLongTermGoal{内容 } 長期目標
内容を長期目標に書き換える．

このコマンドを使うことにより，第 1 章のように表示
される．

TEX を用いることにより，図の挿入や表の挿入など
も容易にでき，図番や表番号の参照などが容易に行え
る．たとえば，以下の図を挿入したとすると，以下のよ
うに挿入できる．

Fig.1 Sample figure

表は次のように挿入できる．たとえば，朝ゼミのスケ
ジュールは Table 1 のように表せる．

Table 1 Seminar schedule

曜日 発表者

月 吉岡，及川
火 國兼，鈴木
水 掃除
木 西久保，西村
金 米沢，角島

4 今後の課題　 Future works

このサンプルファイルを利用してもらい，みんなに
TEXを使った報告をしてもらいたい．
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